
適切な管理が行われていない空家の対応フローにおける本条例の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空家に関する近隣住民等からの相談・現地調査（各区） 
（建物の老朽化・樹木繁茂・衛生害虫・火災・防犯・ごみなど） 

助言・指導 
（法第14条第１項) 

所有者がいる場合 

財産管理人制度活用の 
検討 (民法第952条ほか) 

周囲に著しい悪影響・危険等を及ぼすおそれがあると認められる場合 

所有者調査の開始 

『特定空家等』に認定（市） 
（法第２条） 

任意指導 
・働きかけ 

認定通知 
（任意の指導） 

所有者がいない 
（確知できない）場合 
（所有者不明/不存在など） 

所有者が 
いる場合 

所有者がいない 
（確知できない） 
場合 
（所有者不明 
/不存在など） 

適切な管理が行われていない場合 

応急的危険回避 
措置 (条例第８条) 

勧告 
（法第14条第２項) 

自主改善されない場合 

自主改善されない場合 

自主改善されない場合 標識設置 
(条例第７条) 

命令・標識設置 
(法第14条第３項・11項) 

自主改善されない場合 

代執行 
(法第14条第９項) 

略式代執行 
(法第14条第10項) 

改 善 

局所的な危険が 
生じた場合 

全体的な危険が 
進行した場合 

自主改善されない場合 

空家の所有者による適切な管理の義務 (条例第３条) 

再調査・ 
再指導等 

周囲への悪影響 
・危険の程度が進行した場合 

経過観察による 
状況の把握 

財産管理人制度 
の活用が 
難しい場合 

自主改善 

左記以外の場合（特定空家等以外） 

自主改善 
財産管理を 
通じた改善 

財産管理人制度 
の活用が 
可能な場合 

自主改善されない場合 
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